
会津教育事務所

① バリアフリー絵本とは？（４種類にわけるとわかりやすい）
FOR（～のために）
・特別な配慮を求めている子どもたちのための本
・バリアを超えるために開発された本 など

ABOUT（ついて） ・障がいやバリアについての知識や理解が得られる本
BY（当事者によって） ・当事者によって作られている本
WITH（ともに）・・・一般絵本から見出す共に楽しめる絵本

② バリアフリー絵本の役割は何か？
・本の喜びや楽しみはどんな障害があっても、すべての子に享受されるべきもの。バリアフリー
絵本はそのために生み出されてきた。

③ どんな子どもにも本の喜びを届けるためには何が大事か
・障がい児に向き合うのではなく、ひとりひとりに向き合うこと
・良い本「それは、子どもが自分で選ぶ本」だということ
・バリアフリー絵本の工夫やアプローチを学び、日々の読書活動や生活に活かす

【参加者の声】
〇新しい視点が得られました。一人一人に届く本を選ぶための参考になりました。

○読書活動だけでなく学校教育全体に関わることとしてバリアフリー絵本から学ぶことができました。

令和２年度「ふくしまの未来をひらく読書の力プロジェクト」

読書活動支援者育成事業

●目 的 ： 地域で子ども読書活動を推進するボランティアの資質向上を図り、各地域で活躍する読書

活動支援者を育成する。

●日 時 ： 令和２年１１月６日（金）１３：００～１６：２０

●場 所 ： 会津美里町複合文化施設じげんプラザ

●参加者 ： ６３名

【講演・演習】 本のよろこびをすべての子に届けるために ～バリアフリー絵本について学んでみませんか～

バリアフリー絵本研究会主宰 撹上 久子 氏

① 会津美里町図書館ができるまで（地域おこし協力隊による立ち上げ）

② 会津美里町図書館の運営基本方針

③ 会津美里町図書館の取組

④ 図書館利用促進のための取組

⑤ 図書施設との連携

⑥ 町内小中学校・大沼高校との連携
⑦ 町内団体等との協力
⑧ 新型コロナウイルス感染症対策

⑨ 会津美里町図書館のこれから

【参加者の声】

〇ワークショップなど図書館をこえた取組がすごいと思いました。また、

映画や講演会など幅広い年齢層の利用者に楽しんでもらえる図書館運

営がすばらしいです。

○勤務する学校図書館でも応用できるアイデアがたくさんありました。

学校との連携は進めていってほしいと思います。

【実践発表】 会津美里町図書館の取組

会津美里町図書館 地域おこし協力隊 矢留 麻須美 氏 北村 葉納 氏
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